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太陽光発電所ネットワークの英文名称PV Owner Network Japanを省略して、この会の名称を「PV-Net」としています。
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第 1部（10：00)　講師：都筑建氏

　リレー発表（小諸市・野田村・秋田市

　事務局）、（静岡 /伊藤博文氏 /写真 a）

　（長野 /浅輪氏 /b）（岐阜 /菊山氏 /c）

第 2部 (13;00) 最適な発電所とは

　講師：東工大 植田譲氏 (d)

　PV-Net 吉田幸二氏 (e)

　㈱エコテック宮下洋一郎氏 (f)

第 3 部 (14:20)ｿｰﾗｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ

　CHO 技術研究所 長島彬氏 (g)

第 4 部 (15:30) ディスカッション 

　コミュニティ発電所の未来

　エコロジーオンライン 上岡裕氏 (h)

　パルシステム 小澤敏昌氏 (i)

　産総研 :歌川学氏 (j)

　千葉大 倉阪秀史氏 (k)、

　東工大 /植田譲氏 (d)

　世田谷 /浅輪剛博氏 (b)

　PV-Net/ 都筑建氏

3.16 大集合イベント

 「広げよう ! コミュニティ発電所」

大集合

イベント

報告



第１部 新しい時代に踏み出した３・１６大集合イベント           都筑建 

今年度（2014年 3月 16日開催）の大集合イベント「広げよう!コミュニティ(市民共同)発電所～自然エネルギーでつながる

地域、つなげる未来～」の企画は 2013 年 12 月初めに準備を始めました。その切っ掛けは固定価格買取制度（FIT）のバブル

化がはっきりしてきたことへの危機感と地球温暖化問題がこれまで以上に深刻であることを示す第 5次 IPCC報告が公表され、

市民自ら取り組む具体的な方策の提示をしていくべきとの思いに至ったことによります。現状を把握するだけでなく市民が関

われる農とエネルギーの併業（ソーラシェアリング）やオフグリッドやグリーン電力会社の未来の可能性に通じる市民共同（コ

ミュニティ）発電所設置運営の取組の共有の企画として進めました。 

 

〔１〕趣旨と目的 
 以下の 4 つを今回の大集合イベ
ントの趣旨と目的としています。 
１）市民共同発電所の現状を知り、
情報交換する 
２）世代を越えた市民共同発電所
作りのポイント 
３）市民共同発電所設置運営マニ
ュアルの検証 
４）市民共同発電所のネットワー
クをつくる 

〔２〕集会の背景・・量に偏重す
ることが見えていた劇薬の FIT 
 FITは 2011年 8月に法律が成立
し、固定価格や期間が小委員会で
検討されて 2012年 7月から施行さ
れました。電気料金に上乗せのサ
ーチャージという国民負担の財源
で国が買い取りを義務付けすると
いう非常にリスクの少ない FIT は
安易に放置して実行すると普及量
は爆発的に増えバブルになる危険
性を持った劇薬法と言われていま
した。PV-Net としても 2009年の早
くから「余剰電力買取義務制度と
全量電力買取義務制度についての
考察」（PV-Netホームページのトッ
プページ右側欄「主な活動内容」
の（9）「余剰/全量電力買取義務制
度ついて」を参照）を市民の立場
からこのバブルの危険性と問題点
を世に問うています。 
 環境アセスメントが義務化され
ていな太陽光発電の場合は 1 年目
の国への認証申請状況集計が 2013
年秋から資源エネ庁から報告され
るようになりそのバブルの様相が
明らかになってきました。環境に
お構いなく発電量さえ増やせば儲
かることは PV-Net のユーザー（市
民）が求める地産地消の環境負荷
の少ないエネルギー源の創出から
は大いに疑問の出るものであり、
市民共同（コミュニティ）発電所
として明確に示すことが非常に重
要になっています。 

〔３〕なぜ市民共同（コミュニ 
ティ）発電所なのか 

 政策作りの場だけでなく市民運動
の中にもありがちな欧米を模倣すれ
ばよいとする風潮におもねることな 

く、日本人が本来持っている里地里
山里海の基層から掘り起し、市民共
同（コミュニティ）発電所の検証を
する必要があります。その為には、 
市民共同発電所とは何かという現状
把握をするために①建設の動機、②
参加者の実態、③つくられる過程や
資金集めの手法の違いなどの分類の
把握が欠かせません。その上で市民
共同発電所の歴史と背景として 
（１） 源流と初期の市民共同発電所
建設の取組 

（２） 電力自由化の流れの中で 
（３） 自然エネルギー学校の出現 
（４） 質的転換を遂げる市民発電所 
（５） パイオニア会議と市民共同発

電所全国集会 
（６） 地方自治体のサポート 
（７） 本格的な事業化の兆し 
を検証しました。特に FIT の元で注
目するべきと強調したのは市民共同
発電所の「コミュニティ（地域）」で
果たす役割と影響の拡大の点でした。 
 
〔４〕市民共同（コミュニティ）

発電所の目指すものは？ 
 設置・運用する場合には目的と先
行きを明確にすることが求められて
います。 
（１） 市民共同発電所の意義、とし
て・・・１）市民が主役、２）防災・
減災の有用面、３）協同の発見、４）
地域活性化、５）人材・雇用の育成
への寄与、６）地域内外とのつなが
り、７）持続性の確保 
を検証しました。さらに 
（２）設置・運用マニュアルの作成

提示（予告） 
（３） 市民共同発電所の目指すもの、
としては・・・１) 地域の要である
こと、２）ネットワーク化に進むこ
と、３）複合的な価値の創造を進め
ることを提起しました。 
 
〔５〕イベント全体の評価と課題 
いくつかの教室に分かれての分科会
方式も当初考えましたが内容を全体
で共有することを優先して朝 10時か
ら夕方 5 時までの長丁場を課題で時
間編成して第一部「コミュニティ（市
民共同）発電所はどうのように作れ

ばいいのか～各地の事例から課題と
成果を学ぶ～」、第二部「最適なコミ
ュニティ発電所の維持 ～設計から
データ測定、メンテ、廃棄まで～」、
第三部「ソーラシェアリングの可能
性～農電併業のススメと最新事例報
告～」、第四部「コミュニティ発電所
の未来～大きな電力会社に依存しな
い社会づくりとエネルギー協同組合
の設立に向けて～」とシリーズ化し
た試みは会場全体の一体感をつくり
出せたと思われます。事例発表も特
色をよく整理した発表があり興味の
尽きないものでした。 
 
このイベントの基礎になっている

のは PV-Net が取り組んでいる「市民
ファンドサポートセンター」の経験
と実績によるものです。最後に横谷
副理事長から「PV-Netは 11 年目にな
り課題も抱え悩んでおりますが、本
日のイベントは新しい時代に踏み出
したという印象を受けました。これ
までのイベントはどうしても東京が
中心になってきましたが今日は全国
からいろんな活動の報告をしていた
だき PV-Netの活動も全国に行きわた
っているという印象を受けましたし、
それは各地にスマートコミュニティ
が生まれていることを意味し、
PV-Net としてもソーラシェアリング
も含めてもっと社会に発信していく
べきとの思いを強くしました」と挨
拶されていることも自信の表れと課
題の自覚からだと言えます。アンケ
ートも回収率と評価のどちらも非常
に高いものでした。イベントを一緒
に運営していただいた多くの方々の
協力ありがとうございました。 

 
（第 4 部会のパネルディスカッショ
ンは盛り上がりましたが、どうして
も時間が不足し消化不良の面もある
ことからインターネットを利用して
補足のＷＥＢパネルディスカッショ
ンを行いましたが、これも非常に新
機軸の取組でした。さらに市民共同
発電所設置運営マニュアルは近日中
の出版を予定しています。(都筑) 
 

(→P15に歴史表・掲載) 



●ＰＦＳＣメンバー紹介 
当日は市民ファンドサポートセン

ター(People Fund Support Center )

の面々が駆けつけ自己紹介を兼ねて

PV-Net との関わりやそれぞれの専

門的な立場からのお話を頂きました。 

第二種金融取引事業者として秋田

大澤大規模発電所のファンド募集を

担当された(株)スマートエナジー吉

田麻友美さんから、市民ファンドの

社会的意義や PV-Net との関わりな

どを、また PV-Net 設立当初からの

顧問弁護士であり、市民ファンドを

募集する際の各種リーガルチェック

担当してくださっている “オリーブ

の樹法律事務所の牛島聡美弁護士か

らは「市民共同発電所に関しては、

契約は長い期間に及ぶものであるか

ら、緑の贈与も含め、丁寧に考えて

ゆきたい。最近、自然エネルギーに

関して弁護士の傾向は、メガ＝企業

寄りの弁護、と市民や地元密着の弁

護の大雑把に２手に分かれてきてい

る。自分もこれからもっと勉強して

いきたい」とお話し頂きました。 

発電所設計、建設、メンテナンス

を担当して下さっている(株)エコテ

ックの宮下洋一郎技術部長は第二部

に講座があるため、自己紹介のみの

時間となりました。 

 

●発電所事例発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
限られた時間の中で多くの事例を

紹介するため、市民共同発電所の事

例報告をリレー形式で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップバッターとして伊藤事務局長

より、リユースパネルを活用した「小

諸エコビレッジ  市民共同発電所

13.41KW」の事例と PFSC の取り組

み事例である復興支援をテーマとし

た「 野田村だらすこ市民共同発電所

49.5kW」の事例発表がありました。

続いて、同じく PFSC が関わった「秋

田大沢大規模太陽光発電所 1.6MW」

の事例が藤井事務局員より報告があ

りました。秋田大沢発電所の特徴は

1.6 メガという大規模発電所ながら

市民出資の枠を設け、地元の方々を

事業に巻き込み、自然エネルギーを

中心に地元を活性化させていく取り

組みをしている点です。 

その後も、PV-Net が PFSC に取り組

むきっかけづくりを行った「伊豆の

国電気の畑発電所」の事例を静岡会

員の伊藤博文さん、「岐阜恵那山おひ

さま発電所」の事例を岐阜からお越

しの菊山さん、設置者宅に相乗りす

る形で発電所を増やす取り組みを実

施している「長野県上田市相乗りく

ん」の事例を長野県出身の会員の浅

輪さんからの報告がありました。 

伊豆の国電気の畑発電所は、1 号

機の成功から 2 号機の完成そして 3

号機目への取り組みなどが伝えられ

ました。恵那山おひさま発電所につ

いては、デイケアとグループホーム

の福祉チームが中心に 2 号機目の建

設も視野に入れつつ活動をしている

ことを報告して下さいました。また、

貸屋根方式の“相乗り君”は、10 万

円あれば全国から誰もが参加できる

方式等紹介してくれました。 

 

●ポスターセッション 
会場後方ではポスターセッションも

行われ PV-Net、PV-Net 内市民ファ

ンドサポートセンター、PV-Net 各会

員が関わった市民共同発電所の数々

が 3 ケ所の日本地図で一挙に紹介さ

れました。(下段写真) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 16 日大集合イベント 

「広げよう!コミュニティ発電所」 

参加者 140 名 10:00-17:00 

＠明治大学ﾘﾊﾞﾃｨﾀﾜｰ 

 

 

 



第２部 最適なコミュニティ発電所の維持       報告者： 林 彰一 

第２部は、「コミュニティ発電所を運営するにあたり、適正な発電量を確保するために必要とされるべきデータ

測定やメンテナンスの手法を提案してゆく」という趣旨のもと、東京工業大学大学院工学研究科助教 植田譲氏、

株式会社エコテック技術部長 宮下洋一郎氏、PV-Net 主任研究員 吉田幸二氏による発表が行われました。 

コミュニティ発電所、市民共同発電所をテーマにしたイベントでは、どちらかといえば、「どうプロジェクトを

立ち上げ、建設に至るか」に主眼を置いた事例紹介やノウハウ共有に終始しがちですが、今回の大集合イベント

２０１４では、運営のフェーズを見据えた技術面の基本知識や実践的な注意点を専門家が詳しく解説するという

PV-Net らしいプログラムが組み入れられたのがこの第２部であり、特色でした。 

 

トップバッターの東京工業大学大

学院工学研究科助教 植田譲氏より

「太陽光発電システムのモニタリン

グと性能評価技術」というタイトル

で、太陽光発電システムの発電性能

と日本における発電量期待値という

基準を知るということ、システムの

健全性の確認方法、故障の検出法と

いったコミュニティ発電所運営上の

最重要項目が発表されました。 

「固定価格買い取り制度」のおさ

らいにはじまり、標準試験条件(STC) 

の説明、太陽光発電ではどのくらい

発電するのかの計算方法が植田先生

から分かりやすく解説されました。 

１年間は 8760 時間。そのうち日本で

は 1kWh/㎡の電力量を得られる日射

時間（日射量）は 1300 時間。ロス率

20％＝システム出力係数 0.8、寿命を

仮に 10kW 以上の固定価格買取期間

の 20 年として計算すると、生涯発電

量は 20800kWh となるそうです。 

昨今の太陽光発電システムの導入

価格はｋW あたりだいたい 40 万円

位なので、発電コストは 19.2円/kWh

になります。 

また、20 年間の発電量に買取価格

の単価を掛けてやると、売電総収入

も計算できます。少し前までは、植

田先生のこの資料のシステム単価の

ところには 100 万円という数字を入

れて説明していたそうで、この数年

で劇的に値段が下がったことを感慨

深げにおっしゃっていました。 

ほんの数年前は太陽光の発電単価

は 33.4 ～38.3 円/kWh で、原子力に

比べてとてもとてもと言われていま

したから進歩のスピードはものすご

いものがあります。 

次に前述のシステムが持つロス率

20％の内訳について、群馬県太田市

での実証実験で詳細に調べられた結

果だそうで、パワーコンディショナ

の直交流変換ロスや温度上昇、回路

抵抗などが要素としてあげられてい

ました。 

３番目の項目として説明されたの

は「太陽光発電システムの構成」。 

太陽電池モジュールの断面図を示さ

れましたが、ここで第１部で話題に

なった「シースルー型のモジュール」

ついて、バックシートの部分が透明

になっている構造からだという、タ

イムリーで分かりやすい解説があり

ました。 

 そしてその次が「モニタリングと

故障検出」について。 

モニタリングの目的は、システム

の健全性の確認し故障を早期発見す

ることです。それには、参照発電量

(日射量等を使った推定値または近

隣システムの実測値)と実際の発電

量を比較して診断します。 

住宅用とメガソーラー等の産業用

では最低限の計測機器の有無に差が

あるため、それぞれの故障検出法が

紹介されました。 

モジュール故障・ストリング故

障・インバータ故障など故障箇所は

いろいろですが、ストリング故障で

20％以上の出力低下を起こすような

ものをいち早く検出したいものの、

住宅用では計測機器等に費用を掛け

ずに簡単にやりたいというニーズが

あります。 

大変興味深かったのは、植田先生

開発のインターネットを利用した 

自己診断支援システム “しっかり

SUN”（http://ssspv.net）のお話。 

近隣の役所に設置した機器で実際

の日射量と気温を計測し、事前登録

した利用者のシステム構成に合わせ

て、リアルタイムの気象状況による

発電量や任意期間の発電量の推計値

を計算し、電力量計やパワコンから

採った実際の発電量と比較して健康

診断するというものです。 

今後は衛星のデータで日射推定し、

全国の市町村役場 1917 地点に対応

するシステムになる模様です。 



後日“しっかり SUN”にアクセス

してみましたが、その時点では新規

の ID 登録は出来ない状況でした。 

ほとんどのコミュニティ発電所は、

住宅用に準じる規模と思われますの

で、このシステムの早期の一般公開

を望みたいと思います。 

このほかメガソーラー規模の故障

発見についても解説されました。 

 植田先生の最後のパートは「大量

導入に向けて」。ここでは、後の発表

者、PV-Net 主任研究員 吉田幸二氏

のお話につながる電圧上昇（電圧抑

制）のメカニズムについてと、電力

網全体の需給バランスや効率性につ

いての基本情報が提供され、太陽光

発電がこれから大量に導入されるこ

とで発生する問題が示されました。  

全体の効率性を高めるためにコス

トがかかるが誰が負担するのか、電

気の使い方をどう変えるのかの議論

には市民の声が重要とのメッセージ

で発表が締めくくられました。 

                 

２番目の発表は、株式会社エコテッ

ク技術部長 宮下洋一郎氏による

「太陽光発電所メンテナンス事例」

でした。 

最初の「小諸エコビレッジ PV-Net

の発電所（Hanwha 製 8 直 3 並列

5.76ｋW のシステム）の事例」は、

昨年 4月 12日の竣工検査時には問題

がなかったものの、7 月 16 日の定期

点検時に１系統だけ電圧が低いとこ

ろがあるようだと気づいたというも

のです。 

8 月 16 日に検査に行き、日本カー

ネルシステムの I-V 測定機器 PV ア

ナライザで測定したグラフが示され

ましたが、宮下さんのおっしゃると

おり、素人には問題の見分けがつき

ません。ふつうは誤差の範囲だろう

と判断されるところ、プロは微妙な

波形のゆらぎを見落としません。 

結局、３段あるモジュール配列の

最上段一番右のモジュール１枚の３

クラスタの内、２クラスタの出力に

問題があることを突き止めることが

でき、メーカー保証で交換すること

ができたということです。 

次に福島実証モデル事業のひとつ

である「いわき市民発電所の事例」

では、パワーコンディショナに納め

る配線が後々のメンテナンスにあま

り配慮していないものであり、もっ

とスマートなやりかたがあることや、

架台裏のケーブルの始末が余り良く

ない状況が写真で紹介されました。 

 また、喜多方うつくしま発電所で

は、提出された配置図・結線図を元

に実際に測定してみたところ、その

結線図に間違いがあることが分かっ

たという経験をしたそうです。 

 これら２つの事例は、メンテナン

スをやりにくくし、問題が発生した

場合の原因の特定を困難にすること

が予想され、設置業者の「メンテナ

ンスのことを考えた設計品質」と、

正しい完成図面の引渡しを受けるこ

との重要性を再認識させてもらえた

宮下さんの問題提起でした。 

                 

第２部の最後は、PV-Net 主任研究

員 吉田幸二氏による「電圧上昇抑制

問題」でした。 

そもそも「電圧上昇抑制問題」と

は一体何か？ これは系統連系した

からといって何時でも問題なく逆潮

流、売電が出来る訳ではないという

現実を突きつけるもので、この問題

が発生する環境にある場合、たとえ

太陽光発電システムが健全でも予定

通りの売電収益を上げられない、と

いう由々しき事態を意味します。 

吉田さんは、「自分は専門家ではな

い普通のサラリーマンだ」と仰りな

がら、極めて専門的かつ高度にこの

問題のメカニズムの解明と解決方法

に切り込まれました。 

宅内の太陽光発電システムと電力

会社の系統との接続・配線を丁寧に

図解するところから始まり、系統を

含めた基本的理解を深めることがで

きました。 

引き続いての説明で、「電気は水の

流れと同じで水位(電圧)が高い方か

ら低い方に流れる。余剰電力等を逆

潮流によって電力会社の系統側へ流

すには、電力会社からの供給電圧よ

り電圧を高くする必要がある」「家庭

用の低圧については、家電製品が電

圧が高すぎて壊れる、低すぎて誤動

作するということがないよう、電気

事業法によって 101±6Vと規定の電

圧が定められている。パワコン側も

同様に発電時に家屋内の電圧が高く

なりすぎないよう自動制御する機能

が内蔵されており、メーカー出荷時

の設定は 107V が一般的」「電力会社

の供給電圧は近隣の大口電力需要者

の消費や他の太陽光発電等の逆潮流

状況次第で大きく変動しうるもの」

「電力会社からの供給電圧が 101V

でパワコンの出力電圧が 103V であ

れば問題ないが、供給電圧が 107V

ぎりぎりの場合、パワコンは前述の

ように 107V 以上の電圧にならない

よう抑制する。すると、電力会社か

らの供給電圧よりもパワコンが同電

圧ないしは低電圧となり電気の移動

が起きないため、電気が売れないと

いう事態に陥る」というメカニズム

が順を追って解説されました。 

例えば、パワコンの整定値を 107V

とし、日射量や発電量に変動なく、

15A の電流を逆潮流している時、電

力会社からの供給電圧が 101V から

106V に上昇した場合には、11.40A

が逆潮流で売電でき、残り 3.60A は

抑制ロスが発生するとのことです。 

実際に電圧上昇抑制が発生してい

るかは、発電量の記録から推定発電

量との乖離度を見たり、パワコンの

表示器の観察やエラー記録によって

調べることができるとのことです。 

肝心な電圧上昇抑制発生時の対処

法については、 

•電力会社に調査依頼 

•変圧器、引込柱、メーター、配電盤、 

パワコンなどで電圧・電流を測定し、

原因・問題の切り分けを行う 

•測定データと配線材の実サイズ・長

さで計算して検証する 

•その結果に基づき電力会社等と協

議して対策を取る 

というように実践的ノウハウ満載で、

予定時間を超える熱のこもった吉田

さんの発表でした。 



 

第３部「ソーラーシェアリング」            
 3月 16日大集合イベント「広げよう!コミュニティ発電所」(第 3部)    ～CHO研究所 長島 彬～ 

 
≪誰もができる様に≫ 

私がソーラーシェアリングを考案

したのが 2003年。昨年春にその手法

がようやく農水省に認められ、マス

コミなどでも取り上げられるように

なりました。ソーラーシェリングの

手法は誰もが実践できるようにと、

特許を無償で公開しています。その

ため、全国さまざまな所で行われて

いて、そのなかには、私の理想と異

なるソーラーシェアリングも存在し

ています。今日参加のみなさんには、

どうか私が考えるソーラーシェアリ

ングの理想形を知っていただいて帰

ってほしいと思います。 

≪光飽和について≫ 

植物は暑すぎると水分をすべて冷

却に使い、光合成が止まってしまい

ます。太陽の熱は生物にとって過酷

すぎるのです。地球上の生物は過剰

なる太陽の光をいかにさえぎるかと

工夫して生きてきました。木のてっ

ぺんの葉っぱは実は光合成の仕事は

しておらず、日陰を作るために犠牲

になっているのです。ブナ林の中の

ような明るい木漏れ日の状態が理想

的な環境といえるでしょう。LED 照

明を使ったレタスの植物工場の明る

さは 2 万ルクス。ソーラーシェアリ

ングも 2 万ルクスです。意地悪な農

業委員からは「（収量が）減るので

は？データ出してください」と言わ

れるのですが、多くの農家の人は実

験場を見学すると、光が十分なこと

を納得してくれます。 

≪脱原発の重要性≫ 

原子力発電は単価が安く、太陽光

は単価が高いというのは同じ条件で

比較していないので正しくありませ

ん。原発は発電した場所でのコスト

で、太陽光発電は使用場所だからで

す。原子力は送電費、変電費、配電

費、一般管理費、宣伝費に加えて事

故処理費や修理費、加えて使用済み

燃料の管理費、処分費、宣伝費、廃

炉費用、送電ロス費まで加えなけれ

ば正当な評価にはなりません。 

また、日本をつぶすには原爆はい

らない、原発を攻めればイチコロだ 

 

とも言われています。私は右でも左

でもないですが、それをつっぱねて

いてはダメだし、（日本がある方向

に）流れていくのもよくはありませ

ん。日本はさまざまな面で脆弱なの

で、近隣諸国とも仲良くやっていか

なくてはいけないと思うわけです。 

≪設置のポイント４点≫ 

Ａパネルは小さく 

今は 20万円/kWの時代に近づきつつ

あります。小さなパネルであれば、

風荷重も減らせて全体が安くできま

す。上を大きくすれば下も丈夫にし

なければならず、全体的にコスト高

になります。屋根に設置する場合は、

足場を設け、危険手当もつけますか

ら、コストは高くなりがちです。加

えて夏場の屋根は 70℃近くなりま

すが、ソーラーシェアリングは野立

ですから夏でも 50℃くらいです。 

Ｂ簡易な架台を奨めます 

仮に風で飛ばされる危険があれば、

船が台風の時に張り綱をするように、

ロープで架台を補強すればよいので

す。杭を打って架台を

頑丈にするのは奨め

ません。というのも、

北の風は浮き上がら

せる力ですが、南から

の風は杭を押し込む

方向に大きな力がか

かります。管が沈むと

いうケースも多いの

です。設置はコンクリ

ートを使う大規模な

ものではなく、誰でも

できる作業で、将来の

撤去も楽になる道を

選ぶべきです。また、

架台は農地の耕盤上

に机のように置くだ

け。「法隆寺」や「桂

離宮」にしても、土台

の石の上に構造物を

置いているだけで、実

はこれが揺れを逃す

地震に強い構造なの

です。(右図参照) 

 

Ｃ・傾斜角の変化できるもの 

雪対策、災害対策に活躍。 

Ｄ・控えめの遮光で農作を重視。 

上の事ばかり考えず下を考えよう。 

・・・ 

・・・ 

以上当日の冒頭部分だけまとめさ

せていただきましたが、長島さんの

HP には資料が豊富にあります。是非

皆様参照ください。(記：事務局藤井) 

http://www.d3.dion.ne.jp/~higas

hi9/sola1.htm 

 



 

第４部 「コミュニティ発電所の未来」について 
～登壇者７名によるパネルディスカッション～・ 

 

コミュニティ発電所の未来を語る 

3月 16日大集合イベント「広げよう!

コミュニティ発電所」第 4 部ではコ

ミュニティ・地域分散型のエネルギ

ー普及を目指す先駆者らによる事例

紹介と、大きな電力会社に頼らない

エネルギーの未来のカタチ方向性に

ついて 7 名の登壇者と共にパネルデ

ィスカッションを行ないました。最

初に、登壇者の中から５つの事例紹

介から始まりました。 

 

 

5人の事例発表 

 

 

① 世田谷みんなのエネルギ
ー   代表 浅輪剛博氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 浅 輪 さ ん 資 料 は ) ：

http://www.greenenergy.jp/files/pd

f/20140316asawa.pdf 

 

市民共同発電所作りは資金集めも

難しいが場所選びも同じです。今日

の午前の第 1 部で屋根貸方式で紹介

した(僕の出身地)長野県上田市とも

違い、住宅だらけの世田谷では特に

場所探し、屋根探しに大変苦労しま

した。2011年頃から下北沢を中心と

した地域のつながりの中、生活者と

してエネルギー問題も重要なテーマ

でグリーンな電気を選ぶ権利がある

のでは？と仲間と共に組織やイベン

トを作ってきました。そんな中、フ

リーマーケットや 3.11 農家応援マ

ルシェ等の活動の場となっていたカ

リタス下北沢教会の屋根が使えるよ

うになりました。ようやく発電所建 

 

 

設が具体的になり「カリタス下北沢

ソーラー市民協同発電所」という名

に。“共同”でなく“協同”にした

のは文字に十字マークがあるのがい

いのではと名付けました。資金集め

は寄附・出資・借用型の３種類、ひ

とり 1 万円位からでも参加できるよ

うにしました。返済は 10年間にして

おります。最終的には全部で 100 名

ほどの世田谷区民が参加した発電所

です。昨年 6 月 18日に下北沢の街中

に 10kW の発電所が完成し思い出深

い記念式典となりました。 

以前から世田谷区の保坂区長も環境

に非常に熱心な方であり、この市民

共同発電所をひとつの基地として、

これからの展開も一緒に考えていこ

うと思っています。昨年の保坂区長

のデンマークに視察の後もさらにボ

ルテージも上がり幅広い活動の方向

が見え、それぞれ実践に結びつけて

いこうと思います。 

 

 

② パルシステム地域支援本
部 担当部長 小澤敏昌氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小澤さん資料は） 

http://www.greenenergy.jp/files/

pdf/20140316ozawa.pdf 

 

私も野田村だらすこ市民発電所に

に出資させていただいておりますが、

パルシステム組合員さんの太陽光パ

ネル設置に対する思いも高くパネル

斡旋もしていましたが、個建家庭の

パネル設置率は全国が 4～5％の中、

最近のアンケート結果、なんと

23.2％と驚きました。福島から静岡

まで10の都県約130万人の会員が自 

 

 

ら出資し、日頃安全安心の食品を求

め生産者と消費舎の本音のぶつかり

合いしている参加型の組織です。 

3.11以降、未来の子供達に向け今

何ができるのか？と、エネルギー政

策を作りました。省エネ、再生可能

エネルギーの拡大、脱原発を通じ生

活者が自分達のエネルギー・電力会

社を選択できる時代を作りたいとい

うわけです。 

現在、福島も含み生産者側もそれ

ぞれの地域のエネルギー自立も含め、

真剣に取り組んでます。パルシステ

ム「再生エネ推進３原則」・・・(地

域主体)(生活者主体)(社会モデル)」

の中、産直生産者等による再エネ事

業への取り組みとの連携において、

地域の利害関係者が出資利用運営に

1/2 以上参加できるのを目指し具体

的には毎月一回、９ケ所に私と環境

エネルギー事業化・課長と専門家と

３人で足を運び、電源開発を行って

おります。それから耕作放棄地での

ソーラーシェアリング、菜の花プロ

ジェクトを発電につなぐプロジェク

ト等、消費側からの収穫物や商品の

購入、そして次の事業への展開等、

共に歩んでおります。 

社会モデルの一環としては、ます

は 2016 年以降の電力小売自由化む

けた体制準備にも入っており、昨年

は電力を売る子会社を作りました。 

最後に、近い未来の全世帯のスマ

ートメータ化(無線通信)に向け、具

体的な準備にも入っております。(資

料参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 産業技術総合研究所 
主任研究員 歌川学氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

(歌川さん資料は) 

http://www.greenenergy.jp/files/

pdf/20140316utagawa.pdf 

 

普段は省エネの技術普及を研究し

ている歌川です。低炭素社会の構築

に向けて、市民共同発電所には大き

な位置付けが期待され、地域貢献に

ついて触れたいと思います。 

 日本は省エネ先進国と思われてい

ますが、実は３分の１しか有効利用

できず３分の２は排熱ロスと膨大な

エネルギーロスがあります。しかも

化石燃料輸入には毎年２５兆円もか

けています。エネルギー(消費)構造

には大きく分けて電気・熱利用・運

輸燃料の３つがあります。家庭・企

業あるいは地域全体で、今は多くの

エネルギーを消費していますが、節

約行動で多少削減、設備更新時に確

実に省エネ型を選ぶことで大きく削

減できます。それと並んで再生可能

エネルギーを導入すれば、エネルギ

ー多消費の工場が多い一部地域を除

き、地域のエネルギーのほとんどを

再生可能エネルギーにできる可能性

があります。これは大量エネルギー

消費のままでは無理で、省エネと再

エネを車の両輪のように進める必要

があります。 

再生可能エネルギー普及は地元に

雇用が生まれます。同じ支出でも、

化石燃料消費では海外にお金が流れ

てしまいますが、省エネや再生可能

エネルギー投資の多くは国内企業、

その一部は地元企業の仕事になりま

す。調査計画～設備機械購入～工事、

運転や燃料調達(バイオマス等)メン

テ等と地場産業が担える部分があり

ます。再生可能エネルギーが市民共

同発電所などで担われれば、地元企

業への発注も多くなります。 

 光熱費を考えても、例えば５万人

の都市、家庭２万世帯でオフィスや

工場なども同規模電力消費の場合で

年間光熱費約 50 億円が域外流出し

ています。省エネ再エネ普及を進め、

仮に車の燃料を除き電気と熱利用で

再エネ 100%のコミュニティができ

ると光熱費 50 億円が地域内に溜ま

ります。それだけでなく投資回収 10

年として総額 500億円、毎年 50 億円

の発注がなされ、その半分 25 億円が

地元発注なら、地元で多くの雇用も

見込めます。 

世界では再生可能エネルギー産業

に約 600 万人の雇用がされています。

国によって違いますが、ドイツでは

メンテナンス部分に約半分の雇用が

あります。日本の対策による雇用創

出予測でも、省エネと自然エネルギ

ー合わせると約 200 万人、再エネ電

力だけで約 50 万人の雇用が生まれ

るとの予測があります。 

又、現在日本でも電力システム改

革が 3 段階に分け、進められていま

す。第３段階が「発電・送電・配電

分離」です。現在、第 2 段階の「電

力小売自由化」の法案が国会に出て

おり、実現すると家庭や中小企業も

地域独占 10 電力以外から電気を買

え、再生可能エネルギー100％の会社

を応援できるようになる可能性もあ

ります。しかし、諸外国の例を見て

も、自然に理想的な制度運用にはな

りません。多くの議論が必要です。 

エネルギーの選択は、地域の未来

と大きく関わるので市民が意思決定

に関与する必要があります。地域の

未来は住民が選んで決めてゆくもの

です。 

 

④ 千葉大学教授  
倉阪秀史氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(倉阪さん資料は) 

http://www.greenenergy.jp/files/

pdf/20140316kurasaka.pdf 

今日はさっきまで、フルマラソン

を３時間４５分で走ってきました。

去年１２月に「エネルギー共同組合

法案」を都筑さんにも参加いただき

作りました。 

私の HP/法案作成講座第９期で検索

してみてください。 

日本もＦＩＴ以降、太陽光発電設

置も加速されてはいますが、ポンと

４億出せる企業、大きな担保なら金

融機関も融資するといったところが

メガソーラを作り、なかなか手が出

せない市民側は逆に薄く広く再エネ

課徴金をとられてしまっています。

そうではなく市民が出資側にまわれ

るのは何をすべきなのか？地元の雇

用・利益還元をどうすればいいの

か？という問題を解決させます。一

般的には大企業の地方誘致は企業に

独自ノウハウがあり地方に訪れ、地

域貢献になってゆくのですが太陽光

発電の建設運営は、企業のもつ独自

ノウハウではなく、地元市民でも作

れるものだと考えます。 

そして地元の文化・風土に合った再

生可能エネルギーがより多く生まれ

るべきです。ドイツにはドイツ復興

金融公庫等と市民をつなぐ「ハウス

バンク制度」もあり再生可能エネル

ギーの地域の取り組みに対して金融

システム面での応援体制もできてい

ます。 

私は毎年ひとつづつ法案を作って

いますがなかなかそう簡単に法案は

通りませんがこの「エネルギー共同

組合法案」は５人いれば組合を作れ

るというところから始まり、認定さ

れた「特定分散的エネルギー事業」

に対しては組合員同士直接の電気の

供給、電気事業法・ガス事業法の規

制緩和、金融面では日本政策金融公

庫が地域の金融公庫に金を貸す等の

多くの要素が盛り込まれており１９

７条という前代未聞の大法案です。 

あとはこの法案を国会に出すだけで

ございます。 

(下記/法案作成講座第 9期の URL) 

http://homepage3.nifty.com/kuras

aka/houansakuseikouza/energy-coo

p-law.pdf 

 
 
 
 
 



 

⑤ NPO 法人エコロジーオンラ
イン 理事長 上岡裕氏 

 

 

 

 

 

 

 

(上岡さん資料は) 

http://www.greenenergy.jp/files/pd

f/20140316kamioka.pdf 

 

エコロジーオンライン、ソーシャ

ルエコロジー研究所の代表を努めて

おります上岡です。これまで、「そ

らべあ」というキャラクターとそら

べあ基金という NPO を作り、全国の

幼稚園に太陽光パネルを寄付する活

動を行ってきました。そのきっかけ

となったのが 2007 年に東京都との

協働事業で、お台場の潮風公園に建

設した「ひだまり～な」という市民

共同発電所です。当時は FIT がない

時でしたので、市民や企業から 2000

万円ほどの寄付を集め、10kW の太陽

光パネルと 2kW の鉛蓄電池を併設し

ました。通常時は公園に電力を寄付

し、災害時には独立電源として活用

できるというものです。そらべあは、

このプロジェクトのキャンペーンキ

ャラクターとして生まれましたが、

発電所の完成後も活動の継続を望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

声が多かったため、そらべあ基金

として、太陽光発電を幼稚園に寄付

していくという活動を始めました。 

エコロジーオンラインでは、こう

した形で太陽光発電の普及啓発活動

を行ってきましたが、一方で、市民

共同発電所に出資するのはハードル

が高いという声や、賃貸なので太陽

光発電を付けられないという声をよ

く耳にすることがありました。そこ

でもう少し手軽に、太陽光発電の世

界に触れてもらおうと、昨年販売を

始めたのが、40Wの太陽光パネル 

と 270W のリチウムイオンバッテリ

ーをセットにした「ナノ発電所」で

す。通常、太陽光パネルは一度屋根

の上に設置してしまうと眺める機会

はありませんが、ナノ発電所であれ

ば、太陽光パネルもバッテリーも気

軽に持ち出すことができます。ユー

ザーさんたちが自宅でためた電気を

持ち寄って、音楽ライブを実施した

こともありました。 

再生可能エネルギーや市民共同発電

所がもっと市民権を得るためには、

エネルギー消費を落としていくこと

が重要です。そうした考えのもと、

いまは直流の電気のまま使えるアダ

プタや炊飯器、扇風機などの機器を

増やしていくことも行っています。

また、こうした小さな電力の活用が

減災に活かせるということで、被災

地の防災センターでナノ発電所が展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示されることも増えてきました。今

後、これら取り組みの先には、太陽

光発電をオフグリッドで使うという

ようなライフスタイルも出てくるの

ではないでしょうか。その先鞭を、

まずはこの小さな発電所で実現でき

ればという想いで活動しています。  

(上岡裕氏) 

 

この後、登壇者７名による 

約６０分のディスカッション、 

客席も交えた質問コーナーへ

と移りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 部のみスマホで試し USTREAM 簡易記録

映像です。 

http://www.ustream.tv/recorded/4

4951160 

※頭に強制的 CM３０秒が入ってます。 

※音声を聞くにはヘッドホーン・イヤホーン

で良く聞こえます。 

 

(第 4 部/左から都筑・上岡・歌川・

小澤・浅輪・植田・倉阪/敬称略) 
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「PV 健康診断 近隣発電量比較を活用しよう！」                                     
初めての方も、これまで活用されていた方も、是非ご一読ください。新しい発見があるかもしれません。 

【推定発電量比較と近隣比較】 

PV 健康診断には推定発電量比較

と近隣発電量比較(以下、推定比較、

近隣比較)の 2 つの診断方法があり

ますが、残念ながら推定比較が使え

ない状況が続いています。発電量推

定をしていた 独立行政法人 産業総

合研究所の PVSYTEM.NET が、起

動不能なり、研究所の予算や人員の

確保ができず復旧は極めて難しい状

況にあります。一方で、PV-Net で

は新たな発電量シミュレーションも

視野に入れているようですが、前時

代的なシステムの複雑性と設立当時

より制約的な予算の中で、困難な状

況が続いているように思えます。し

かしながら、発電所の不具合は待っ

てはくれません。PV-Net の最大の

武器である近隣比較だけでも診断が

可能ですので、是非活用しましょう。 

PV 健康診断の全体イメージを把

握すると使い方を覚えやすいです。

システム情報や月々の発電量を記録

する「PV カルテ」、会員間で比較

する「近隣比較」と気象データか

らの推定値と比較する「推定比較」

の 3 つの基本画面があります。 

【まず会員のページからログイン】 

PV-Net トップページの左側にあ

る「会員のページ」（上図丸印）を

見つけたら、ここをクリックして「ロ

グイン」ページへ行き、会員番号と

パスワードを入力して「ログイン」

ボタンを押します。ログインに成功

すると右図の「会員のトップページ」

が現れ、①をクリックすると PV 健

康診断のページへ、既に PV カルテ

が完成している場合は、②をクリッ

クすると発電量の入力画面に近道で

きます。パスワードを忘れた場合は、

事務局にお問い合わせください。

(Email:info@greenenergy.com) 

【PVカルテの入力】 

PV 健康診断ページのタブのクリ

ックで、画面が切り替りますが、推

定比較は「修復中」の表示になりま

す。PV カルテの会員情報の「会員

間の情報公開」が「参加」になって

いないと近隣比較はできません。シ

ステム情報の欄でカラー画面上ピン

①  
②  

 

会員情報 

 

システム情報 



 

クの項目は診断に必要な情報です。

(公開)と書かれている項目は、他の

会員から見えますので承知しておき

ましょう。方位・角度を 4 面まで独

立して入力できますが、南 1 面など

の場合は設置面１の入力のみで OK

です。下の方ある「月々の発電量」

をクリックすると下図の入力画面が

開きます。「年」を選んで 1 年分の

入力ができます。記録日を変えて検

針日ベースのデータ管理もできます

が、近隣比較には、歴月（毎月 1 日

のチェック！）が理想的です。 

【発電所グループを作ろう！】 

「近隣比較」画面に切り替えると、

初めての場合は、ご自分の発電所と

地域平均のグラフが表示されていま

す。「発電所グループ」を登録する

ことで、知り合いや設置条件の近い

発電所との比較が可能になります。

「発電所グループ」をクリックする

と登録されている発電所のリストが

表示されますが、上図はまだ登録前

なのでリストはありません。「同一

都道府県の 5 件をセット」をクリッ

クし、実行ボタンを押すと、自動的

にグループが作成できますが、必ず

しも最適とは限りませんので、ご自

分でグループ編集を楽しみましょう。 

 登録画面内の「発電所追加」をク

リックすると検索画面が開き、地域

から区市町村を選択し、「検索」ボ

タンを押すと近隣のリストが現れま

すので、比較したい発電所のチェッ

ク欄をクリックし、「追加する」ボ

タンを押します。地域を変えれば、

他の区市町村の発電所も選択でき、

最大 8 件まで登録可能です。発電所

グループリストの右端にある「削除

する」クリックし、再び、他の発電

所を追加することで発電所を入れ替

えられます。削除しても近隣発電所

のデータが消えたりすることはあり

ませんので、安心して、気軽に何度

でも納得のいくまで編集してくださ

い。編集後に「登録する」のボタン

を押すと発電所グループの完成です。 

【近隣比較を活用しよう！】 

近隣比較では 1kW あたり、1 日当

たりの単位発電量[kWh/kW/day]に

換算することで、設備容量や記録期

間の異なる発電所とも比較できるよ

うにしています。下図のようなグラ

フと表が上下に２つ(2 年分)表示さ

れます。上側のグラフの「年」を選

ぶと下側に前年が表示され、下側の

「年」は独立して切り替えられます

ので、連続した 2 年や設置当初と現

在など様々な見方の診断ができ、画

面を印刷する機能もあります。上図

の事例では、南一面の好条件の発電

所が 4 月に突如、発電所グループ内

で一番下になり、データを基にメー

カと交渉し、10 月にモジュールを交

換し、11 月以降には元に戻った様子

が描かれています。 

 太陽高度の低い冬場は、設置方

位・角度の影響が顕著でバラツキが

大きいことを知っておくことが近隣

比較グラフの見方のコツです。下図

に色々な設置条件での例を示してい

ます。ひと月の比較だけで一喜一憂

するのではなく、継続的に傾向を把

握していくことが大切です。データ

を示せば、業者さんの迅速な対応が

期待できますので、必ず保証期間内

に近隣比較をしましょう。皆さんの

貴重なデータはご自身だけでなく会

員みんなの助けになる、これが「近

隣発電量比較」の最大の特長です。 

（神奈川地域交流会 古峰聖治） 

 

会員情報 

システム情報 

発電所グループ 



各地の発電量データと太陽光発電所マップ

システム写真を募集します

太陽光発電所マップにみなさんのシステム写真を掲載

します。掲載を希望される方は、写真にコメントを添

えて会報係までご応募ください。ご応募の際は、

お名前のほかに必ず会員番号をご連絡ください。

島根県
　12人
　67,199kWh

岡山県
　４人
　84,659kWh

山口県
　50人
　257,950kWh

大分県
　91人
　634,720kWh

福岡県
　96人
　758,675kWh

長崎県
　27人
　66,893kWh

佐賀県
　39人
　282,334kWh

愛媛県
　26人
　141,495kWh

高知県
　２人
　74,229kWh

香川県
　21人
　481,008kWh

徳島県
　６人
　185,166kWh 岐阜県

　40人
　497,865kWh

和歌山県
　４人
　10,668kWh

奈良県
　20人
　122,758kWh

三重県
　33人
　391,461kWh 山梨県

　140人
　1,851,809kWh

静岡県
　220人
　3,132,614kWh

愛知県
　133人
　1,376,418kWh

広島県
　27人
　35,374kWh

沖縄県
　８人
　80,334kWh

鹿児島県
　８人
　72,351kWh

宮崎県
　52人
　951,177kWh

熊本県
　16人
　133,088kWh

鳥取県
　14人
　62,303kWh

兵庫県
　54人
　435,580kWh

福井県
　４人
　67,526kWh

青森県
　５人
　74,049kWh

秋田県
　３人
　 kWh

新潟県
　８人
　103,961kWh

岩手県
　10人
　125,584kWh

茨城県
　96人
　1,159,676kWh

千葉県
　167人
　2,013,461kWh

福島県
　12人
　84,244kWh

宮城県
　８人
　63,688kWh

山形県
　６人
　47,609kWh

栃木県
　121人
　1,237,843Wh

群馬県
　64人
　1,037,486kWh

長野県
　47人
　253,740kWh

埼玉県
　198人
　2,420,095kWh

神奈川県
　280人
　3,663,709kWh

東京都
　300人
　2,732,221kWh

北海道
　12人
　138,650kWh

富山県
　53人
　136,793kWh

石川県
　１人
　 kWh

滋賀県
　18人
　237,221kWh

大阪府
　61人
　620,944kWh

京都府
　55人
　617,140kWh

母屋から離れた倉庫兼駐車場です。これでも
右肩上がりに5%の傾斜はあります。7.75kWは
今年10年目に入リました(A07174937/香川県)

2014年3月10日
現在の会員総数＝

2,710人

※賛助会員（６法人）及びこれまでの
　準会員も含まれます。

2014年3月10日現在の
　発電量全国累計=

29,146,138kWh

※2003年５月以降、登録された
　分のみの発電量



 
川柳  2014 春  (第 21回) 

 

学位論文もネイチャもコピペが堂々とまかり通るならＰＶ川柳はどうなるだろうか。 

物は試し、チャレンジだ。 

 

○冬すぎて 春来にけらし 屋根の PV 
いつの間にか、冬が過ぎて桜がやってきたようだ。 

春になると日照時間も延び、屋根の PV も生き生き

と見え、発電量も日ごと増えて行く。我が家の場合、 

1 月をの発電量を 100 とすると、2 月は 94、3 月は

132、4 月は 162（推定）となる。間もなく設置 16

年になる PV は生き甲斐だ。  （春すぎて 夏来に

けらし 白妙の 衣ほすてふ 天の香具山/持統天

皇『新古今集』夏より拝借。） 

 

○晴れた空 そよぐ風あり フルパワーだ 
春が過ぎ、日差しが強くなると屋根の PV の表面

は 60℃以上になり、発電効率が悪化する。そのと

き、そよぐ風にとって PV の温度もな下がることあ

り、発電量も増えると言うことだ。 （戦後の流行

歌、『憧れのハワイ航路』から拝借ちなみに歌手は

岡晴夫、PVにぴったりだ。） 

 

○判らない ぽっかり浮かんだ 白い雲 
特に夏の午後になると､南の空に白い雲が一つだ

けぽっかりと浮かぶことがある。 

俄雨になるのか夕立になるのか判らない。午後１～

3 時に雨が降られると、我が家の PV 発電量に影響

があるが、しかし、４時過ぎの夕立だと歓迎だ。発

電量にそれほど影響を与えず、パネル表面の汚れを

洗い流してくれる。 （昭和の大歌手美空ひばり『花

笠道中』から拝借）※ＰＶ川柳を送ると、最優秀賞

(1 名様)と優秀賞(2 名様)にステキ？賞品があるそ

うです。 

 

エコ川柳 4 月のお題は｢太陽光発電｣！最優秀賞

プレゼントは、スリムサーモステンレスボトル♪  

みさんのご応募をお待ちしています！（締切：2014

年 5月 6 日） #川柳 #省エネ #太陽光発電  

 http://www.setsuden.net/senryu/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○メガソーラー 地産地消が 雲散霧消 
ＰＶは地産地消が常識だ。 最近、金儲けのため

エコとか前面に押し出して、メガソーラーをエコの

切り札みたいに持て囃す輩が多い。ポチの飼い主は、

北海道の過疎地に巨大なメガソーラーを造って、地

元で処理できないことから、北海道―東京間に、延

長約 1200 ㎞余りの送電線網を施設すると吠えてい

る。ちょっと待て、現代の技術、高圧送電とか直流

送電では、手に負える話ではない。超伝導技術を使

えるようにすることが先決だ。送電線による環境破

壊や高圧送電による電磁波問題はどうするのだ。 

 

ここからは、本音の川柳だ。 

○こぢんまりと ３キロのＰＶ 満足感 
戸建てで、設備容量が 5～7kW と大型のＰＶを設

置して、何年で元を取るとか、電力会社への売電料

が何万円だと自慢する輩がいる。ＰＶの売電は余剰

電力が原則だ。発電量が全電力使用量の 49％以下

が余剰電力相当分だ。電力会社は余剰電力以外は買

い取りをしない。過剰電力分は、地球温暖だ対策の

ためと割り切ろう。過剰電力で電気料金が高騰する

のは御免だ。 

 

 

川柳は、五・七・五の音を持つ日本語の詩の一つ。

口語が主体であり、季語や切れの制限もありません。

会員各氏も思い立ったら .川柳を一句作って､

PV-Net の事務局に送って下さい。次号の PV-Net 

Newsでご紹介します｡ ペンネームも自由です｡ 

[註]『川柳』とは、広辞苑によると次のようになる。

一七字の短詞。季語などの制約がなく、多くは口語

を用い、人情・風俗、人生の弱点、世態の欠陥等を

うがち、簡潔・滑稽・機知・風刺・奇警が特色。と

ある。   

＜普及広報部・松田広行＞ 

 

 

 

 

  
【書  【書籍紹介】 

PV-Net 会員で、山梨自然エネルギー代表の大友哲（さとる）さんが、著書「誰でも作れ

る 単管パイプによる太陽光発電所」を刊行しました。単管パイプを使った太陽光発電建

設に関する初めての解説書であり、大友さんが実践してきた「個人が格安で太陽光発電

を建設する」ためのノウハウが詰まった 1 冊です。 

 

「誰でも作れる 単管パイプによる太陽光発電所」 

出版社：誠文堂新光社 

著者：大友 哲 

サイズ：B5／128 ページ 

定価：本体 2,000 円＋税 

 



 

発電所長のつぶやき 

毎月発電量を送ってくださる会員さんのコメントを“発電所

長のつぶやき”として紹介します。 

 

【10 月の通信欄より】 

晴天続き９月の発電は今迄に一番の発電量となる。(愛

知 O さん) / 9 月分の発電量としてこの 3 ヶ年何れも

800kWh を上廻った。2011,2012 年のコメントにも自給

率好調とあった。この主因が、今日（10/2）Ｙ紙 35 ペー

ジに出た。10/1 発表によると東日本の日照時間が 1946

年以降で 2 番目に長いことが判ったとの事でした。(東京

W さん)。 

【11 月の通信欄より】 

パワーコンデｲショナー1回線(10枚)故障(28枚中)10/31

コンバータ基盤ユニット交換復旧した。(静岡 I さん) / 

2005 年以来の低い発電量でした。(千葉 K さん)/ H20 年

から H24 年の 5 ｹ年間の 10 月平均発電量が 341KWh で

例年の 84.7%で少し気になる数値だと思います。天候の

せいか?何かに調べる手立てを考えてみたい。(京都 T さ

ん)  /今月は台風が多く設置以来の最悪の結果になりま

した。(神奈川 K さん) / すぐ隣にメガーソーラーが設置

されました、規模等については知らせておりません。今

後、気づいたことを記したいと思います。(長野 M さん) 

【12 月の通信欄より】 

晴れの日はあまり多くなたった。天気の悪い日がとって

も多い。(岩手 T さん)。 

 

 

【 3/16 大集合イベント第 1 部都筑さん記事(p2) 附属表 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 月の通信欄より】 

謹賀新年 本年もよろしくおねがいします。事務局御一

同様の健勝を祈ります。(千葉 M さん) / あけましておめ

でとうございます。今年もよろしく御願いします。昨年

後半に風雨の強い日もあり続きましたが順調の様に思い

ます。トラブルはありません。(静岡 S さん) /引き続好天

に恵まれ、12 月分としては、よい発電量であった。又発

電量、No.1 機と No.2 機の合計と新合計発電メータの合

計値は、何れも、625Kwh と同値であったので、修正も

なし。(東京 W さん)/ 

【2 月の通信欄より】 

都市ガスをやめ、オール電化してを引き続、自給率向上

に努力した結果、1 月分としてもう一歩で 80%台に近ず

いた。又給湯方式にヒートポンプ(ダイキン)を採用した

のもの良かったと思っている。(東京 W さん)  / 都知事

選の真っ最中です。なんとか「再生可能エネルギー派」

に当選して欲しいものです。(東京 T さん) 

【3 月の通信欄より】雪・雨・積雪(晴れの日)の天候で

した、当地では大雪・低温・北風で雪が長い間残ってい

ます。(岐阜 F さん)  / 瞬間の発電量が 5.0 がありパワコ

ンがだいじょうぶかな？と思った。(愛知 O さん)  / 2 月

7 日,8 日の二日間雪降る 45 ㎝積雪 2 月 13,14 日の 2

日間雪降る 75cm 積雪、二回ともパネルの雪降しをす

る。(山梨 S さん) 

<いつもご連絡ありがとうございます> 

 国内の市民共同発電所建設の歴史（推移） NPO法人太陽光発電所ネットワークが作成

年代 市民共同発電所関連のの具体的事例 時代の背景

1200年 鎌倉時代；相互扶助としての結の発祥
1974年 第一次石油ショック
1986年 チェルノブイリ原発事故
1992年 電力自由化検討。電力会社が自然エネルギーの逆潮流受入れ表明
1993年 ワーカーズコープエコテックが自然エネルギー事業を開始

1994年
事業協同組合「レクスタ」創立
ひむか太陽光発電所開設（ナショナル・トラスト運動）
三重県教組芦浜原発阻止の一環の太陽光発電共同設置開始

国の住宅用太陽光発電補助事業開始

1995年 巻町住民投票を実現させるグループ太陽光発電共同設置開始

1997年
いしべてんとうむし１号市民共同発電所開設
「世界自然エネルギー発電所長フォーラム」開催(REPP・FOE）

COP3京都会議開催京都議定書を採択

1998年 小川町自然エネルギー学校開催

1999年
「自然エネルギーパイオニア会議in小諸」開催
関東地区で最初の市民立太陽光発電所開設（足温ネット）

2000年 電力会社のグリーン電力基金始まる

2001年
「北海道グリーンファンド」市民共同風力発電の開設（匿名組合方式）
「きょうとグリーンファンド」及び「ソフトエネルギプロジェクト」よる市民
共同太陽光発電所建設始まる

2002年 第一回市民共同発電所全国フォーラムが大津市で開催
グリーン電力証書事業開始
ＲＰＳ法成立施行

2003年 市民共同発電所全国フォーラム大津市で開催

2005年 「おひさま進歩グリーンファンド㈱」太陽光発電設置開始（匿名組合方式）

2006年 市民共同発電所全国フォーラム、横浜で開催
2007年 市民共同発電所全国フォーラム、大阪で開催 個人住宅用補助事業の中断
2008年 2030年までの「長期エネルギー需給見通し」が示される
2009年 固定買取買取法（余剰方式）の導入、補助事業の再開
2010年 エネルギー基本法第2次改定

2011年
神奈川県で屋根貸し制度が始まる。
「上田市民エネルギー」屋根貸し制度の「相乗りくん」を開始

東日本大震災・福島第一原発のメルトダウン事故発生

2012年
太陽光発電所ネットワークで市民ファンドサポートセンターを開設
静岡個人オーナー併設型電気の畑発電所開設
クラウドファンディングによる市民共同発電所建設始まる

固定価格買取法（全量）の導入

2013年

大震災被災地支援野田村ダラスコ市民共同発電所開設
投資信託によるコナン・もりやま市民共同発電所の開設
福島実証モデル事業の5サイトで実施
「市民・地域共同発電所全国フォーラム」開催（京都市）
熊本県が熊本県民発電所の推進を始める。

2014年 メガソーラ-との併用秋田大沢大規模発電所の開設 「エネルギー基本計画」見直し策定中
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宮崎から 

 

宮崎では、一昨年平成２５年７月

から開始された、FIT 制度に伴い、

多くの相談が寄せられています。 

また、従前より行ってきた太陽光発

電の普及活動もより力を入れていま

す。この２点について相談事例の中

から他の地域の皆様にも参考になる

と思われることを報告いたします。 

【ＦＩＴ制度開始以来の相談事例】 

Q-1/販売業者の営業マンに長時間

（３時間）粘られ、契約書類に署名

押印してしまった。営業マンが帰ら

れた後、冷静に考えると、内容が適

切であったか不安なので、アドバイ

スしてほしい。契約にいたる営業マ

ンの説明概要は、つぎのとおりとの

ことであった。「6.5kWの設備。費

用は全額 15 年ローンで借入。支払

総額 300万円。毎月の電気支払より

も売電が 1,000 円ほど上回るので損

はしない。」 

A-1/ 3時間もかけて行う説明は、長

時間執拗な行為であり不適切である。

シミュレーションの文書も提示され

なかったとのことであれば、なおの

こと不適切。余剰電力売電の固定価

格買取期間は 10 年間なので、15 年

のローンを組むと、10年経過後の支

払い負担は売電では賄えなくなる可

能性が大きい。6.5kWのうち、1.5k

は屋根の北側に設置されるとの事だ

ったので、発電への寄与は小さい。 

上記の内容について詳しく説明した

うえで、当該販売業者は、顧客に対

して良い商品販売をしているとは考

えられないので、クーリングオフを

することをアドバイスした。その結

果、翌日クーリングオフの手続きを

された。 

Q-2/22kW の太陽光発電を設置し、

全量売電する予定であるが、太陽光

発電のことは全く分からないので相

談に乗ってほしい。パネルは中国製。

価格は約 1,000万円。 

A2/見積書と契約書をみせていた

だいた。見積もりの積算が荒い、工

事費のなかの労務費が高い等、根拠

薄弱な部分が散見された。更に不可

解であったのは、契約書中で、発電

設備に故障等、異常が発生した場合、

その異常についての連絡先は中国上

海市の住所となっており、かつピン

イン(pinyin)標記のみであり、部署

名の標記、電話番号もなかった。 

また、故障等の状況を通知する際の

言語の指定も記載されていなかった。

さらに契約事項に関して紛争が発生

した場合の合意管轄機関を、中国メ

ーカーの指定する機関とするという

内容であった。相談をいただいた設

置者に、中国語、英語等に十分な自

信があり、交渉をご自身で、あるい

は販売施工業者を通じて行うことに

自信があれば、この金額、契約内容

を納得し設置されるということに対

し、私ども他者がとやかく言うこと

ではないので、ご自身の判断で決め

ていただきたい旨アドバイスした。 

付言すれば、太陽光発電設備の故障

率は、国産パネルの場合でも 10 年

以内で数％はある。従って、22kW

の発電設備であれば、少なくとも

100 枚のパネル枚数になる、そうで

あれば故障は発生すると考えていて

いただきたい、また、パワコンの故

障についても説明した。 

上記 2 例だけではないが、他にも

販売施工等に疑念のある相談があっ

た。FIT 制度導入以降、販売施工業

者の中には良質でないものも参入し

ている。太陽光発電の普及啓発もさ

ることながら、設置者（ユーザー）

を守る活動がこれまでにも増して重

要になっていると感じている。 

【普及啓発活動】 

従前より行っている太陽光発電の普

及発電活動として、小学生や一般向

けに多くの活動を行った。下に数枚

の活動写真を掲載することで説明に

代えることとしたい。(下津義博) 

 

 

 

 

 

 

 

2013/10/6宮崎市での太陽光セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

2013/10/26都城市での太陽光セミナー 

 

兵庫から 

 

兵庫地域交流会最近の活動報告 

●1月 18日（土）1月度定例世話

人会、於ける：神戸クリスタルタワ

ー6Ｆボランタリープラザー 



 

(1)昨年 12 月 1 日（日）開催の自

然エネルギーフオーラムの反省会。  

講師/兵庫県副知事・金澤和夫氏 

後援/公益財団法人環境創造協会・神戸市、

会場/兵庫県中央労働センター、 

参加者/64名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)公益財団法人ひょうご環境創

造協会補助金の 3月フオーラムは河

原会員の出身校神戸大学工学部の神

吉博名誉教授に、永遠の自然エネル

ギーである、海洋の波力の横揺れ（上

下運動では無い）を利用する、ジャ

イロ式波力発電装置の講演会に決定。 

(NEDO の委託事業に選ばれ、フラ

ンス電力公社からも引きあいあり） 

(3)永年の懸案であった、兵庫地域

交流会会員からの借入金に依る共同

発事業が最終的に決定、メンバーの

（株）みつば電気が、自社資金で、

小野市に設置する 54.6kW の設備建 

設に¥2,000,000を 13年間均等返済 

方式で貸付け、見返りに 13年間、 

毎年￥50,000の寄付金を受ける事 

 

 

 

 

 

 

 

に決定、会員有志及び（株）みつば

電気と契約締結し 3 月初旬に着工。 

上記の収益事業や将来の営利事業

計画について兵庫地域交流会は法人

格を持たず、業者、会員との契約や、

民間、公共の補助金申請等に支障が

多い為、昨年世話人有志で、別途「特

定非営利活動法人ＰＶネット兵庫グ

ローバルサービス」を設立し、法務

局に登記しました、これに依って印

鑑証明取得も可能になりました。 

●1月 26日（日）県ボランテイア

プラザー関係者、PV ネット世話人

の合同新年会開催、参加者 20 名で

将来の事業その他について意見交換。 

●2 月 1 日（土）神戸大学におけ

る、独立行政法人科学技術振興機構

主催の「太陽電池学で語る未来」講

習会に 4名出席。 

●現在北方、河原が、6 回に亘る

神戸市主催 NPO 法人の経理事務講

習を受講しています。 (北方龍一) 

 

静岡から 

 

地域では、秋から 3月頃まで自治

体の環境イベントが続き忙しい。 

静岡でも 12月富士市、2月は沼津市

が 2回と裾野市、3月掛川市など・・・

イベントが多いが、その間を縫い年

末 12 月には沼津でソーラーシェア

リング勉強会も開いた。 

また、2月 15日には都筑理事長を

招いて、久しぶりに静岡市でフォー 

 

 

 

 

 

 

 

ラムを開いた。静岡県は東西に長く、

県下全域で何かするのは難しい。（多

分、多くの県がそうだと思う）長年

懸案としてきた「県の東・中・西３

か所でフォーラムをやろう」を、こ

の静岡市フォーラムを最後に今年度

はじめて実現した。集まりを気にし

てなかなか足が出ないが、結果を気

にせず取りかかることが大切、と感

じている。 

さて、私の家のＰＶも 13 年目と

なっている。多くの会員も 10 年の

保障が切れてきているのではないか。 

そこで、静岡ではシステム無料点検

を行うことで、希望者を募集したと

ころ 8名から希望が出た。 

ストリング別の電圧電流をはかり

大まかな判断をする。ストリングに

バラツキがあれば何かあることにな

る。2月 10日御殿場市を手始めに決

めていたが，8 日あいにくの大雪で

断念した。翌 11 日に静岡市の中村

様のお宅を訪ねた。朝曇っており心

配されたが、到着するころは何とか

陽が出て調査可能になった。中村さ

んご夫妻と雑談し、自立運転をやり、 

故障履歴を聞いたり、近隣比較を見

たり、パワコンで調べたり、と 2時

間くらいだが実に中身の濃い訪問に

なった。関西で行っている「会員の

お宅訪問」にシステム点検を組み合

わせた活動で、地域と会員が結び付

きを強める有効な手段と感じている。

(田中東紀男) 

パワコン（シャープ）で 

電流電圧を調べる静岡伊藤博文副代表 
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山梨から 

 

●2013 年 11 月 2 日（土）に、甲

府盆地全域でライトダウン甲府バレ

ーが行われました。電気を消して星

を見ようというイベントで、今回が

15回目になります。全国では最古の

ライトダウンイベントだそうです。 

当日は、夜 8時から 9時まで県内

企業等に看板などの消灯の協力を呼

びかけて盆地内をできるだけ暗くし

てもらい、地域で星を見るイベント

などが行われました。 太陽光発電

所ネットワーク山梨地域交流会では

笛吹市の八代会場を担当し、岡公民

館、ふるさと公園にてイベントを開

催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

まず夕 6 時から岡公民館で LED

ランプづくりを行いました。 

はじめに、指導者の広瀬様より配

線図の説明があり、作業に取り掛か

りました。参加 11 名。大人は悪戦

苦闘しながらやっと作り上げたのに、

子供たちの方が早く正確に作り上げ

ました。 

そのあと、会場をふるさと公園に

移してライトダウンの状況と県立科

学館天文ボランティアの加賀美さん

による説明で星空観望会を行いまし

た。参加者約 30名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2014年 1月 18日 13:30～ 

甲府市ぴゅあ総合にてＮＰＯ法人み

どりの学校主催にて市民立共同発電

10周年記念イベントが行われ、県内

9 ヶ所に広がった各地の市民立共同

発電所のリレートークも行われて、 

太陽光発電所ネットワークも発表し、

清里興民館、甲府住吉公民館、笛吹

市岡公民館 3 ヶ所に、PV ネット山

梨地域交流会と公民館とで設置した 

共同発電所の発表を行いました。 

発表者は、設置当時の山梨地域世話

人代表だった大友哲さんです。 

県内各地の市民立共同発電所設置

や活用の取り組みを聞けたほか、記

念講演講師の市民立共同発電所設置

先駆者 NPO 法人ソフトエネルギー

の佐藤一子さんのお話も聞けて実り

多いイベントでした。(芦澤) 

 

神奈川から 

 

●「フォーラム神奈川 2014」＆

PV 健康診断・近隣比較勉強会、有

意義な成果を残す≫ 

年 1 度の最大イベント「フォーラ

ム神奈川 2014」＆PV健康診断・近

隣比較勉強会が、去る 1月 25日（土）

に横浜・万国橋会議センターで開催

された。 

(1）午前の部の近隣比較勉強会は予

定数とほぼ同じ 34人が参加した。 

前半は、ストップしている PV 健康

診断の現状説明と近隣比較は正常に

利用できるので、その活用について

レクチャーを行った。後半は 3グル

ープに分かれて、各自持参した発電

所のデータを入力して、近隣グルー

プの選択、実際の近隣比較を実習し

た。パソコンを増やし、全員が実際

の入力を経験できるとよかった。 

(2）午後は恒例の「フォーラム」

である。会員 270名に案内通知を出

して出欠を返信してもらったが、当

初出席者予定 70 名が半数ぐらいの

出足で心配された。いろいろなメデ

アにより一般の参加者をも含めて勧

誘にも努め、なんとか 52 名の出席

者が得られた。講演 1では、「地球

温暖化の最新知見」と題して木本昌

秀東京大学大気海洋研究所教授、副

所長の話で、このテーマに関心を持

った一般の参加者が結構いた。大変

良かったという感想が多かった。 

講演 2では、神奈川県産業労働局産

業・エネルギー部スマートエネルギ

ー課長の松浦治美氏が「神奈川県の

エネルギー施策について」講演した。

今年神奈川県は今までの補助金制度

を廃止、HEMS等の住宅用スマート

エネルギー設備の導入に対する支援

制度を創設、HEMSと抱き合わせで、

住宅用太陽光発電システム、家庭用

燃料電池システム（エネファーム）、

定置用リチウムイオン蓄電システム 

及び電気自動車充給電設備の設置に

対する補助金を出すことになった。 

又、会員の研究発表が 2 題あり、

一つは、地域交流会世話人の田辺啓

平氏が HEMS を活用し、そこに



 

EV(電気自動車)を購入した体験を

話された。二つ目は、世話人の古峰

聖治氏が、太陽光発電システムの日

射との関係をいろいろな角度から検

証し、各地域の日射モデルを調べて、

その地の確率的状況から発電値を推

定しようとする方法を説いていた。 

●「出前発電所をつくろう！」が

人気≫神奈川地域交流会では「出前

発電所」と名づけた手作りの太陽光

発電システムの組み立て講座「出前

発電所を作ろう！」を定期的に開催

している。3、4、8月に続き、12月

1 日(日)に第 4 回目を相模原市橋本

の「ソレイユさがみ」で行い、次は

3月 30日(日)保土ヶ谷区星川駅そば

「かるがも」で第 5 回目を計画中。 

●延び延びの見学会、10月 9日に

実施≫ 

神奈川県のメガソーラー第 1号「愛

川太陽光発電所」（建設費：6 億 8

千 5百万円（36.1万円/KW、最大出

力：1,896KW、敷地面積：32,000

㎡。パネル枚数 7,902枚(1枚 240W)、 

メーカー：カナディアン・ソーラー，

多結晶シリコン、発電効率約 15％。

設置角 10 度）をまず見学。そのほ

か周辺の水力発電所等をも見学した。 

●横浜・保土ヶ谷区の「まなぶん

祭り」に出展≫ 

年 1 回 12 月の第 1 土日に「アワー

ズ（ほどがや市民活動センター）で

開催、今年は第 13 回目、近隣住民

の楽しみにしているイベントで大賑

わいであった。(横谷) 

 

 

 

 

 

 

愛川太陽光発電所「クルパネくんの前で

説明を聞く」 

 

 

 

 

 

 

木本氏「温暖化はうたがうよちがない、

人間の影響は明白である」 

 

埼玉から 

 

前号で 9月実施した見学会後のイ

ベント参加状況を報告します。 

●10 月 12 日・東松山環境みらい

フェア参加≫ 

東松山駅前を中心とした車道を歩行

者天国にして実施されました。ソー

ラーカー等のグッズ展示と販売及び

PV独立電源を使用した、PCでの環

境クイズを 2種類実施しました。多

くの老若男女の参加者で終始盛況理

に終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

●10月 12日(上記と同日開催)  

川口グリーンフェステバル 2013 参

加≫ 

このイベントは初めての参加・出展

で、川口市民環境会議との共同出展

でした。手回し発電機、太陽光で動

くおもちゃや、ソーラーカーレース

を展示し、エコ診断も行い、多くの

方に楽しんでもらいながら、LED の

省エネ度を体験してもらいました。 

●10 月 13 日熊谷 ニャオザネ祭

り参加≫ 

「つながろう和！輪！ワッ！熊谷」

をメインテーマに中央公園で開催さ

れました。ポスター展示と相談、 

ミニソーラーハウス・人力発電機の

展示、ソーラー工作キッズの組み立

て教室などを行いました。好天に恵

まれ、多くの来場者、市民活動団体

が参加して盛況に終わりました。 

●11 月 30 日 ストップ温暖化

SAITAMAフェア＆こどもエコフェ

スティバル参加≫ 

例年この時期に開催され、こどもエ

コクラブの活動発表もあり、多くの

子供たちが参加していました。ワー

クショップと展示の両方に出展しま

した。手回し発電機に挑戦する方、

また、環境クイズに挑戦する方も多

く、充実したイベントでした。 

 

 

 

 

 

 

 

●市民共同発電所の推進活動では、

2012年以降、環境ネットワーク埼玉

お日さまクラブに協賛・協力し、 

毎年県内の保育園・幼稚園や、自治

会館に設置してきました。今年も越

谷市の大袋幼稚園に設置するため、

活動中です。 

●埼玉地域交流会では、会員の若

返りと増加を図るべく、今年度も積

極的に活動することを計画し実践し

ていきます。(世話人代表/松岡洋右) 

 

中部から 

 

2014中部地域フォーラム〈第 8回

暮らし方交流会〉 

やっと暮らし方交流会の方向と日



 

程が決まりました。昨年 7月から 11

月開催を目指して月一の世話人会を

繰り返してきました。2 月の世話人

会で本年 4月 27日と。ホッとです。 

中部の一年を決める会議ですから

「すんなり」より「揉めた」方が 

素敵なのですが「揉める」原因が見

えてこない。やっぱりとことん話し

合うことが大切ですね。違いはほん

のちょっとしたことでした。世話人

それぞれ省エネならぬ「笑エネ」 

に励んでいる。この「笑エネ」それ

ぞれ顔が違うようにやり方も積み重

ねてきた時間も考え方も違うからな

かなか「提案」と自分の「実際」に

乖離を感じて埋まらない。中部の一

年を決める会議に 7か月はちょっと

時間がかかりすぎかもしれませが、 

世話人もどちらかというと「熟年世

代」。パッパパッパと物事が決めら

れていくより、とことん議論しなが

ら「心合わせ」の方が「健康にもい

いかもしれません。 

さてさて〈第 8回暮らし方交流会〉

を以下のように開催します。 

ぜひご参加ください。 

≪日時≫ 2014年 4月 27日  

13時 30分～17時 ≪場所≫高蔵寺

ふれあいセンター2階  

≪提案≫  

1.エネルギー自給は人間活動の基本 

2.発電所長さん！31％の節電を 

中部地域交流会会員の活動 

≪参加費≫ 無料 

≪主催≫ pv-net中部地域交流会 

 

 

 

 

 

 

 

 
PV-Net Face Book でも 
各地域Newsを随時UPしています。 

紙面の許す限り紹介します。 

 

 

 

 



 

地域交流会 報告                                     
 

千葉から 

 

地域専用のホームページは存在す

るものの、ほとんど更新されない状

況が長年続いていて、何とかしなけ

ればと思っていましたが、特別な知

識を必要とせず、超初心者でも簡単

な操作（Ｗｏｒｄ感覚）でＷｅｂペ

ージを作ったり更新できたりと、そ

んな無料のホームページがあること

を知りました。Ｊｉｍｄｏ（ジンド

ゥー）というもので、よく使う基本

的な機能を備えていて、ど素人用と

しては十分です。またネット上には

マニュアルもたくさん出ているので

困った時には助かります。 

情報提供者に新ホームページの基

本部分を作っていただき、それを土

台にしてあれこれ試行錯誤しながら

やってみたところ、ようやくホーム

ページらしくなってきたので新ホー

ムページとして公開することにしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをリニューアル写真 

千葉の新ホームページ 

 

新ホームページのＵＲＬは、 

http://chiba-greenenergy.jimdo.com/ 
です。 

内容はまだまだですし、細かいテ

クニックもありません。載せたい情

報も山ほどありますが、これからで

す。徐々に充実させていきたいと考

えています。今後はページごとに担

当を決めるなどして、複数の世話人

で運用していく方針です。 

とりあえずですが、一般の方にも

見ていただける「資料ダウンロード」

ページに昨年５月に開催した市民活

動展で展示した 40 枚に及ぶパネル

のデータ（ＰＤＦ）を置きました。

データが古くなった部分はあります

が、ＰＶに関連する基本的なことは

参考になると思います。千葉独自の

分析資料もありますので、ぜひご覧

いただきたいと思います。 

さて、ようやくというか、千葉で

も市民ファンド型の太陽光市民発電

所建設に向けて動きが出てきました。 

千葉地域交流会も全面的に協力して

いくことを確認しています。次回の

会報でもっと具体的なことが報告で

きればいいなと思っています。 

(世話人代表 宮下朝光） 

 

 

雑感 

茨城世話人 前川淳治 

 

(１）はじめに 

PV は自然エネルギーの主要な候

補の一つとして世界で急速に普及拡

大している。地球温暖化防止の観点

からも世界各地で継続的に拡大する

ことは好ましい。独断と偏見を覚悟

でＰＶに関する雑感を記して話題を

提供する。 

(２）内外のＰＶ普及状況 

012 年末、PV の世界の累計設置要

量は 100G（1 億 kW）と言われる。

そのうち日本は昨年末で、012 年の

約6Gから大幅に増えて013年末は、

10GW 達していると見られている。

それでも総発電量に対して 0.55％

（012 年度末）に過ぎず、ドイツ、

イタリアなどの先進国の 5％に比べ

て 1 ケタ少ない。 

ちなみに世界総発電量に対する全

自然エネルギーの発電設置総量は

25％、実発電量は 20％と推計されて

いる。（013 年度 自然エネルギー

世界白書から） 

(３）メガソーラーと土地利用 

・近所の旧農地に 2 千数百枚のソ

ーラーパネルが設置されている。実

に壮大な景観である。 

泉大津；19.6 メガ w／25ha，潮来

市；14.7 メガ w／18ha などの大型

の設置例も聞く。特に 013 年（7 月

末現在）は新規、4.9 メガ w の内、 

大型の非住宅（事業者など）が 7 割

近くを占めると言う伸びの変化が生

じている。（経産省） 

FIT 制度のいわゆるプレミア価格

の登場で、ここ 1,2 年、事業者、発

電事業者が参入し、一層の普及拡大

の弾みがついていることは結構なこ

とである。 

「PV 設置は確実に儲かる事業」

とも囃され、ともかくメガソーラー

の参入が飛躍的伸びの寄与に預かっ

ていることは間違いない。 

・現在農地利用には制約があるが

実際の形態は様々だ。長年休耕田と

して雑草の生い茂った土地も多く見

られる。そして米作農家の後継者不

足も含めて、経営の継続困難な嘆き

を聞く。懸命に耕作して 1ha あたり



 

150 万円前後の収入に過ぎないと言

われる。一方ＰＶを設置すれば、例

えば同面積に 800kW の PV を設置

すれば年、約 3 千万円の収入を得る。

（800×1000kW/y×38 円）。 

財政収入源として PV 事業に参加

したり、土地貸出しの名乗りを挙げ

ている自治体も出ている。PV 設置

のために貴重な土地利用の在り方は

多様だがきわめて重要だ。 

PV 設置の都道府県別順位による

と茨城県は北海道の 120万 kWに次

いで 80 万 kW の全国 2 位である。 

日本海側、北陸地方は一桁以下も

ある。様々な理由が考えられるが気

象条件の不利だけであろうか。 

農地も含めた土地利用の価値比較

の観点からの検討は如何か。 

(４）PV の耐久性と電力価格低減 

・030 年の PV ロードマップは、

モジュール変換効率を現在の 16％

から 25％にして 7円／kWの発電コ

ストにする計画である。率直に言っ

てシステムの価格低減と耐久性の向

上こそ、発電コストを下げ、一層の 

普及の原動力になると考える。 

kW あたり 30 万円のシステムが、

年間 1000kW を発電すると電力単

価は 300 円/kW，同量を 10 年間発

電すれば、30 円/kW，100 年の時は

3 円/kW に低下する。システムの耐

久性延長は発電コスト低減に絶大な

効果を与える。モジュール変換効率

の大幅向上は困難と思われるが耐久

性を 3 割、5 割、10 割の延長は比較

的可能ではないか。変換率の向上は、

パネル材料の重量、面積を低下させ

れば省資源、省工事費を促して、シ

ステム設置価格の低減につながり一

層の発電単価の低減につながること

は言うまでもない。 

・PV メーカーの競争は激しい。

中でも中国メーカーの攻勢は凄しい。 

一部中国メーカーの狂気じみた出現

と衰退は、価格破壊を引き起こし、

業界を混乱させが PV の普及拡大に

一層の弾みをつけたと言える。 

「安かろう、悪かろう」の批判と「ク

リーンな現場で良く管理されて、品

質は変わらない」の評価も聞く。現

に SP エナジーによる北海道帯広市

における世界の PV メーカー製品の

実発電量の年間比較測定結果では 

国産品と遜色のないデーターが公表

されている。安価で一定の品質が実

証されたからこそ輸入品が大きく伸

び、国内の伸びに貢献していると考

えられる。 

（５）ＰＶの持続的拡大のために 

無限な太陽エネルギーだが利用に

は限界がある。 

・地球的規模に生産と利用が拡大す

ることを想定すると様々な課題が存

在する。設置の目的が目先の経済的

損得のみでは持続的、健全な拡大は

期待できない。地球的環境、資源、

資材規模の限界の観点から新たな法

の整備、配慮が求められると考える。 

何より使用終了した製品の廃棄処理

策およびリサイクル利用の開発は不

可欠だ。将来パネルの粗大ごみの墓

場にならないように。 

・多くの地域で突風や竜巻などが見

られるがＰＶ施設への強度対策も求

められる。想定外の竜巻は現状では

不可能故、保険に頼ると言うだけで

は寂しい。 

・設置場所、土地利用、景観・・・・

その他 

(６）終わりに 

今後も様々な障害はあろうが、蜂

が密をしこしこ蓄えるように、将来

も PV 施設の拡大を期待したい。 

PV エネルギーには未来に、安心で

きる希望と信頼がある。 

他方、原発には目先のメリットが

確かに認められる。しかし、安全に

操業していても常に不測な深刻な事

故の発生の心配に怯えなければなら

ない。そして無事 40 年の運転を終

へた時、制御不能な恐怖的な高レベ

ルの放射性廃棄物を残してくれる。 

後始末にどれだけの費用を要する

か予測がつかない。40 年間の貢献を

補って余りある負の遺産を。「核兵

器は平和のために必要だ。使用しな

いから安全だ」と言う詭弁に似てい

る。宇宙ステーションから若田光一

さんは毎晩、夜の光り輝く日本をど

う見ているか。 

安心して眠っているか、それとも

悪夢を見て寝心地悪く。 

舌足らずの散漫な駄文をご容赦く

ださい。   
 

トピックス・・・ 

東北新年会開催 

 

ゆくゆくは「東北地域交流会」に発

展させる計画の第一歩として今年 1

月 22 日“PV-Net 東北会員懇親会”

行われました。仙台駅の改札口から

近い和風居酒屋に、青森県から１名、

岩手県から３名、秋田県から２名、

山形県、宮城県からそれぞれ１名つ

づの参加でした。この日は岩手県主

催の一関市での講演に出席しその帰

り道として事務局から都筑さん藤井、

東京からも伊藤麻紀さんも参加でき、

合計 11 名の新年会となりました。

初期から関わっていた先輩から、昨

年入ったばかりの世代も個室に集ま

り、今後の展開を踏まえ、お互い連

絡を密にし、企画も立てていこうと

話されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

写真左上から、佐々木(岩手)・藤井・

菅原(岩手)・都筑・照井(岩手)・加藤

(宮城)・小野(秋田)・ 

下段桜庭(秋田)・秋葉(山形)・伊藤・

畠山(青森) 

その後も具体的に青森と岩手の会員

の共作で 3 月に講演が生まれていま

す。「家庭向け省エネ・再エネ実践

講座～身近に広がる再生可能エネル

ギーの取組み」として再エネ推進、

再生可能エネルギーをより身近に感

じる講座を計画。 

日時：平成 26 年 3 月 20 日(木) /場

所：久慈市中央公民館３階研修室で 

畠山明良氏（PV-Net 青森会員 /自然

エネ研）氏家芙由子氏（紫波グリー

ンエネルギー株）藤井和貴氏  

(PV-Net）らがスピーカー役を果た

し企画制作には PV-Net 会員でもあ

る佐々木明宏氏が中心に活躍する。 

 

 

2013 年度 第 4 回理事会 

 

2月 22日、場所は PV-Net事務局で、

藤井代表理事、都筑代表理事、横谷

副代表理事、三石副代表理事、伊藤

専務理事、國井理事、松田理事、武

田理事、森岡理事、藤井（和）理事、

加藤理事、都筑修三氏（オブザーバ

ー・スカイプ参加）12 名で 2013 年

度第４回理事会が行われました。 

≪部会報告≫PV-Green 事業部から、

昨年４月から 12 月まで 9 ヵ月間で

1,097,624kWh のグリーン電力証書

が販売されたが昨年同時期の販売量

は 1,103,507kWh であった為、やや

昨年を下回っている。普及広報部か

ら、メールマガジンで年始の挨拶か

ら情報発信をスタート。とりあえず

は、事務局で過去に名刺交換した人

たち 2,500 名に送信を行った。3 月

16 日の大集合イベントの集客など、

広報活用を始めた。組織部から、東

北地域交流会発足の足がかりとして

仙台市で新年会を開催した。四国・

九州にも足を運びたい。 

≪地域報告≫中部ブロックからは 4

月 27 日中部地域交流会主催「第 8

回暮らし方交流会」を開催、講師は

都筑代表との話。関西ブロックから、

3 月 1 日に西田三千男さん講師によ

る健康診断・PV-DOG の勉強会を開

催との報告。 

≪大集合イベント≫については、

「広げよう！コミュニティ（市民共

同）発電所」というタイトルで 3 月

16 日に明治大学で開催。これまでの

PV-Net 内でのイベント、発電所長

の集いから一歩抜け出し、PV-Net

を外部の人たちにアピールする企画

と交流できる内容とする。また、コ

ミュニティ発電所という位置づけを

明確にして、なぜ必要なのか、どん

な意義があるのかということを、

PV-Net 会員内外に浸透させる機会

とし、地域交流会で発電所づくりの

契機としたい。加えて他団体との連

係で PV-Net の価値を上げていくこ

とも視野に入れたい。 

≪市民ファンドサポートセンター

近況報告≫野田村のファンドが 12

月末をもって 1890万円に達し終了。

現在は 2 号機の準備を進めていくと

ころ。また、和歌山県串本町、岡山

県美咲町、香川県高松市の 3 ヵ所か

ら、市民ファンドサポートセンター

への相談が来ており、事業企画を立

てながら進めている。特に和歌山の

南紀自然エネルギー・仁木さんの案

件は関西ブロックと協働していく。

≪認定 NPO申請手続き進捗≫定款変

更、役員変更が完了し、提出手続き

に入るが認定 NPO として認められ

るにはとても厳しい審査基準、会計

基準がある。 

≪事業収入の考え方≫事業収入の

考え方と分配方針についての議題を

挙げ、それらをルール化するために

は、まず理事全員が PV-Net の現状

を把握・共有し、そのうえで今後の

方向性や方針について意見交換を行

いながら土台を固めたい・と数多く

議論された。全体の収支にも関わる

重要な問題でもあるが、センター、

地域それぞれ連絡を密にとりあって

発展していく道を探ろうと話された。 

≪PV-Green の販売方法≫販売用の

ツールがないのに加え、現状の在庫

販売状況の情報がわかりにくい。

PV-Green の価値観そのものを改め

て共有化し、会員参加が前提なのは、

売るだけでなく会員内で買う・使う

ことまで行い、売買が完結すること

で、PV-Net 内で展開する意味があ

る。販売はお任せで、あとはお金が

入ってくるのをただ待っているもの

ではないということを再度確認しあ

って、それでみんなで売るという姿

勢にしたい。又、販売については決

して引き合いは減っておらず、まだ

まだ十分に開拓できる余地があるは

すである。(記：藤井和貴) 

 



活動カレンダー

伊藤孝一、 美浦匡彦、 永井康博、 鳥居勝一、 一戸誠之、 川本健治、

ご寄付、どうもありがとうございました！

湯島ビル602号室

最新情報は事務局発信のtwitter,Face Bookもご利用ください。

＜10月＞
6日　埼玉世話人会/大宮桜木公民館
9日　東京世話人会/吉祥寺本町 
12日 埼玉、川口市PV相談会＆展示会 　
     川口グリーンセンター
12日 埼玉東松山市環境夢まつり出展 
13日 埼玉熊谷市ニャオざねまつり出展  
26－27日埼玉、川越市さんぱく出展 
     川越総合運動公園体育館 
29日 埼玉/川口市PV相談会　
     川口市朝日リサイクルセンター 
＜11月＞
2日　川口自然エネルギー学校、講義 　
     キュポラ川口、３階講座室 
9日  パワートゥーザピープル上映会&
大林ミカ講演会/船橋FACEきららホール 
9日  埼玉世話人会
10日　和光市民まつり出展/市民ひろば 
16日　千葉世話人会/船橋 
27日　中部世話人会 高蔵寺 
30日　第7回富士市環境フェア 
      ふじさんメッセ 
30日　ストップ温暖化SAITAMAフェア＆
こどもエコフェスティバル 
＜12月＞
1日　出前発電所を作ろう(神奈川)
      ソレイユさがみ 
7日　#3理事会/PV-Net事務局 
12－14日　エコプロダクツ展2013 　
      東京ビックサイト(お台場) 
14日　 埼玉世話人会
21日　千葉世話人会/船橋
＜1月＞
7日　東京世話人会　吉祥寺サポセン 
11日　埼玉世話人会＆EPC説明会
12日　中部世話人会/春日井市JA高蔵寺
22日　東北地区　有志新年会/仙台
18日　千葉世話人会　船橋 
22/28日　川越PV相談会/川越市役所
＜2月＞
1日　川越PV相談会/川越市,中央公民館 
1日　関西ブロック協議会     
     住吉区長居アイアイ 
4日　東京地域交流会世話人会 
8日　埼玉世話人会 
12日 川口市PV相談会　 
      朝日リサイクルセンター 
22日　#4理事会/PV-Net事務局
＜3月＞
3日  東京世話人会
8日  埼玉世話人会
16日 発電所長大集合イベント

この会報は PV-Green のグリーン電力証書

１００ｋＷｈを利用して印刷されました。

https://twitter.com/PV_Net
https://www.facebook.com/PVOwnerNetwork

※それぞれ PV-Net ホームページの Top からもアクセスできます、

□好評だった長島彰さんの講演。 「かつてはエネルギ

ーも収穫していた農家が、 農業基本法によって作物し

か作れない農家になった。 ここが変われば農村は豊

かになる」 という言葉が印象的でした。 (KATO)

□皆様から届く発電量のお知らせが春の訪れを確かな

ものにしています。 （冬の 2倍は発電してます！） （い）

□中学時代 ( 長崎大学付属中学校 ) の国語の恩師 ( 故

人 ) の言葉に、 「勇気」 でなく 「新しい勇気」 という言

葉がでてきます。 人類は新しい勇気を必要としている ・

・ と。 安倍内閣のエネルギー基本計画閣議決定に接し、

心に響きます。 ( 都 )□いつもより長かった冬のお便り、

皆様ありがとうございました。 (KAZZ)

　　　

2014 年度の会費のお支払い時期 （5 月末） です。

郵便払い込み用紙を同封しております （自動引落申込者へは未同封。 但し、

昨年お引き落としができなかった方へは同封）。 皆様の会員継続が会の力に

なります。 会員更新にご協力ください。

会員更新をお願いします。

※1入会初年度は年会費のみお支払いいただきます （会費不要）。

◆会費の取り扱いと会員種類について

会員種類 会費（入会金） 概 要 会員更新

時期 

正会員 入会金※1 3000 円 

会 費   3000 円 

・会の目的に賛同する個人（共同発電所 

の場合は代表者） ・議決権あり 

賛助会員 入会金※1口 10000 円～ 

会 費※2 1 口 10000 円～ 

・会の目的に賛同し、活動を支援する団体 

または個人 ・議決権なし 

 

毎年 5月 

 

 

 

環境アリーナ研究機構、 金子優子　 ・ ・ ・ 活動へのご理解とご支援に厚くお礼申し上げます。

※2団体会員は 3口以上からお願いしています。

　　　ご入会時期に関わらず、 会費の更新時期は毎年 5月となります。

次年度より年会費が発生します。


